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辻

本

俊

郎

一
、
序

佛
教
大
学
文
学
部
教
授
香
川
孝
雄
博
士
を
主
任
と
す
る
佛
教
大
学
総
合
研
究
所

「浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」
班

(平
成
七
年
度
～
九

　よ

年
度
、
以
下

「
香
川
班
」
)
の

一
翼
と
し
て

「
『往
生
論
』

(『無
量
寿
経
論
』
)
の
思
想
史
的
研
究
班
」
が
組
織

さ
れ
た
。
こ
の
研
究
会

に
筆
者
も
参
加
す
る
機
縁
を
得
た
。
そ
こ
で
は
、
曇
鸞

『無
量
寿
経
論
註
』

の
解
釈
に
頼
ら
ず
、
ま
た
、
宗
学
的
見
地
を
離
れ
て

『無

量
寿
経
論
』

(以
下
、
『論
』
と
す
る
)
テ
キ
ス
ト
を
単
独
な
文
献
と
し
て
扱
う
と
い
う
研
究
会
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
筆
者
に
と

っ

て
は
大
変
意
義
深
い
も
の
と
な

っ
た
。

そ
し
て
、
筆
者
は
佛
教
大
学
文
学
部
岸

一
英
教
授

の
指
導

の
下
で
、
「
香
川
班
」

で
蒐
集
さ
れ
た

『論
』
テ
キ

ス
ト
に
対
す
る
書
誌

学

的
研
究
に
従
事
し
、
岸

一
英
教
授
と
と
も

に

『無
量
壽
經
論
校
異
』

(佛
教
大
学
総
合
研
究
所

「
浄
土
教

の
総
合
研
究
所
」
研
究
班

編

、

一
九
九
九
)
を
公
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
、
筆
者
は

「
『無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
考
」
と
題
し
て
、
『論
』
テ
キ
ス

　　
　

ト

の
字
句
の
異
同
、
改
行
箇
所
な
ど
を
検
討
し
、
『論
』
テ
キ
ス
ト
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
を
受
け
て

『論
』
テ
キ

ス
ト
の
字
句
の
異
同
な
ど
で
文
意
が
異
な
る
と
こ
ろ
な
ど
興
味
深
い
箇
所
を
検
討
し
、
拙
稿

〔二
〇
〇
〇
〕
を

発
表
し
た
。

『無
量
寿
経
論
』
願
生
偈
の
文
献
学
的
研
究

一
九



仏
教
学
会
紀
要

九
号

二
〇

本
小
論
は
こ
れ
ま
で
の
二
編
を
受
け
て
、
論
考
を
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
特

に

『論
』
の
願
生
偈
の
原
型
を
追
究
し
、
さ
ら
に
は
紙

幅

の
都
合
上
拙
稿

〔
二
〇
〇
〇
〕
で
触
れ
ら
れ
な
か

っ
た
点
も
補
足
し
た

い
。

本
小
論
で
使
う
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
略
号
は
次
の
通
り
。

〔東
〕

"
宋
版

・
東
禅
寺
版
。

〔開
〕

日
宋
版

・
開
元
寺
版
。

〔溪
〕

"
宋
版

・
思
溪
版
。

〔磧
〕

"
宋
版

・
磧
砂
版
。

〔杭
〕

"
元
版

・
杭
州
版
。

〔麗
〕

"
高
麗
再
雕
版
。

〔雷
〕

"
房
山
雷
音
洞
石
刻
本
。

〔雲
〕

"
房
山
雲
居
寺
石
刻
本
。

〔七
〕

"
七
寺
蔵
本
。

〔聖
〕

"
正
倉
院
聖
語
蔵
本
。

〔註
〕

"
親
鸞
加
点
本

『論
註
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
。

二
、

『論
』

(願
生
偈
)

テ
キ

ス
ト
問

の
主
要

な
異
同

に

つ
い
て

拙
稿

〔二
〇
〇
〇
〕
で
は
、
①
題
目
、
②
第
十

一
偈
上
の
句
、
③
第
二
十
二
偈
、
④
迴
向
門
、
⑤
五
念
門
と
五
門
、
の
五
点

に
つ
い



て
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
以
外

の

『論
』
願
生
偈
で
の
異
同
が
あ

っ
た
箇
所
を
取
り
上
げ

て
検
討
し
た
い
。

さ
て
、
前
述
し
た

『無
量
壽
経
論
校
異
』
の
底
本
は
、
願
生
偈
、
長
行
と
も

に
そ
ろ

っ
て
お
り
、
ま
た
、

そ
の
中

で
最
も
古

い

〔東
〕
を
使
用
し
、
そ
の
他
を
校
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
テ
キ
ス
ト

.
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
と
し

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
が

『論
』

の
原
型

で
あ
る
と
は
決
し
て
言
え
な

い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
拙
稿

〔二
〇
〇
〇
〕
及
び
本
小
論

で
検
討
す
る

『論
』

の
異
読
な
ど
に
基
づ
い
て

『論
』
に
対
す
る
原
型
を
追
究
し
た

い
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
原
型
と
い
う
の
は
何
種
類
も
あ
る
わ
け
で
な
く
、

一
種
類
の
み
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
、
入
手
し

う
る
テ
キ
ス
ト
の
中
で
で
き
る
限
り
古

い
も
の
を
中
心
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
「香
川
班
」
で
蒐
集
さ
れ
た
テ

キ

ス
ト
の
中
で
、
翻
訳
年
代
、
ま
た
テ
キ
ス
ト
の
系
譜

か
ら
考
え
て

〔東
〕
〔溪
〕
〔磧
〕
〔麗
〕
〔註
〕
〔雷
〕
〔
七
〕
〔聖
〕
の
八
本
に

絞

る
。

と
こ
ろ
で
、

『論
』
原
型
の
探
る
手
段
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
作
業
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
原
型
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
何
ら
か
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
間
で
異
読
が
あ

る
場
合
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
原
型
の
読
み
が
損
な
わ
れ
、
原
型
に
改
変
が
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、

当

然
原
型

の
読

み
を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②
あ
る
テ
キ
ス
ト
で
は
意
味
が
理
解

で
き
、
他

の
テ
キ
ス
ト
で
は
理
解
で
き
な
い
場
合
、
意
味
が
理
解

で
き
る
読
み
が
原
型
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

㈹
あ
る
テ
キ
ス
ト
で
は
意
味
が
理
解
で
き
、
他

の
テ
キ
ス
ト
で
も
理
解
で
き
る
場
合
、
い
ず
れ
か

一
方
が
原
型

で
あ
り
、
他
方
が
原

型

に
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
例
え
ば
、
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
の
場
合
、
入
蔵
さ
れ
る
ま
で
は
、
原
典
を

転

写
し
て
、

つ
ま
り
写
本
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
点
で
筆
写
者
が
誤

っ
て
書
き
写
す
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら

『無
量
寿
経
論
』
願
生
偈
の
文
献
学
的
研
究

二

一
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二
二

れ

る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
重
複
誤
写
、
視
線
乖
離
な
ど
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
筆
写
者
が
、
ま
た
は
大
蔵
経

の
校
訂
者
が
何
ら
か

　
ヨ
　

の
理
由

に
よ

っ
て
、
原
文
を
意
図
的
に
改
変
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
明
白
な
場
合
は
、
原
型
の
読

み
を
回
復
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
誤
写
な
ど
の
発
生
す
る
理
由
は
、
す
べ
て
に
わ
た

っ
て
明
ら
か
に
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
個

々
の
場

合

で
、
文
脈
な
ど
か
ら
判
断
せ
ざ
る
を
え
な

い
。

ω
も
し
、
あ
る
テ
キ
ス
ト
で
は
意
味
が
理
解

で
き
、
他

の
テ
キ
ス
ト
で
も
理
解
で
き
る
場
合
、

い
ず
れ
が
正
し

い
の
か
判
断
が

つ
か

な

い
場
合
、
便
宜
上
、
願
生
偈
で
は

〔雷
〕

の
読
み
に
従
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
〔雷
〕
は
残
念
な
こ
と
に
願
生
偈

し
か
刻
さ
れ
て
い
な

　ざ

い
が
、
隋
末
唐
初

の
も
の
で
あ
る
の
で
、
『論
』
翻
訳
年
代

(五
三

一
年
、
あ
る
い
は
五
二
九
年
)
か
ら
す
れ
ば
、
他

の

『論
』
テ
キ

ス
ト
よ
り
そ
れ
ほ
ど
年
代
の
隔
た
り
が
少
な
い
と

い
え
る
。
し
た
が

っ
て
、
〔雷
〕
が
底
本
的
役
割
を
果
た
す
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ

る
。以

上

の
よ
う
な
手
順
を
踏
ん
で
、
『論
』
に
対
す
る
原
型
を
追
究
し
た
い
。

以
下

に
抽
出
す
る
箇
所
は

『論
』
に
出
て
く
る
順
に
し
た
が
う
。
ま
た
、
各
見
出
し
の
下
に
示
す
括
弧
内
の
数
字
は
上
段
が

『無
量

壽
経
論
校
異
』
(佛
教
大
学
総
合
研
究
所

「浄
土
教

の
総
合
研
究
所
」
研
究
班
編
、

一
九
九
九
)
の
頁
数
と
行
数
、
下
段
が

『大
正
新

脩
大
蔵
経
』
二
六
巻

の
頁
数
と
行
数
で
あ
る
。

①

「無
礙
光
如
来
」
・
「無
数
光
如
来
」
に
つ
い
て

(五
六
i
七
、
二
三
〇
下

工
ハ
)

〔東
〕
を
は
じ
め
と
す
る
大
蔵
経
に
入
蔵
さ
れ
た

『論
』、
石
刻
本

『論
』
は

世
尊
我

一
心

帰
命
盡
十
方

無
礙
光
如
来

願
生
安
楽
国



と
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
〔七
〕
の
み
が
、

世
尊
我

一
心

帰
命
盡
十
方

無
数
光
如
来

願
生
安
楽
国

と
な

っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
無
礙
光
如
来
」
と
い
う

の
は
、
阿
弥
陀
仏
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
語
義

的
に
解
釈
す
れ
ば
、

「妨
げ
の
な
い
光
を
放

つ
如
来

」

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

「無
数
光
如
来
」
は
、
「無
数
の
光
を
放

つ
如
来
」

と
な
る
。

い
ず
れ
に

し

て
も
文
意
に
沿
う
の
で
あ
る
。
「無
礙
光
如
来
」
は
他

の
テ
キ
ス
ト
で
は
そ
の
用
例
は
な

い
が
、
『無
量
寿
経
』

で
は

「無
礙
光
仏

」

　　
　

と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「無
数
光
如
来
」
の
用
例
を
他
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
〔七
〕

の
底
本
そ
の
も

の
が

「
無
数
光
如
来
」
と
な

っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
写
本
と
い
う
性
質
上
、
筆
写
者
が
誤

っ
て
写
す
と

い
う
こ
と
も
ま
た
、

常

に
お
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『論
』

テ
キ
ス
ト
の
中

で
最
も
古

い

〔雷
〕
は
、
.無
礙
光
如
来
」
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
も
、
『論
』

に
注
釈
を
加
え
た

曇
鸞

〔註
〕

に
も

「無
礙
光
如
来
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

「無
礙
光
如
来
」
と
な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②

「身
觸
生
諸
楽
」
・
「觸
者
生
勝
楽
」

(五
八
-
二
、
壬

二
〇
下
二
六
)

〔東
〕
〔開
〕
〔雷
〕
の
三
本
が
、

寳
性
功
徳
草

柔
軟
左
右
旋

身
觸
生
諸
楽

過
迦
旃
隣
陀

と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
他
が
、

寳
性
功
徳
草

柔
軟
左
右
旋

觸
者
生
勝
楽

過
迦
旃
隣
陀

と
な

っ
て
い
る
。
香
川
班
で
蒐
集
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
中
で
最
も
成
立
が
早
い
も
の
が

「身
觸
生
諸
楽
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
訳
を
付
す
と
、
前
者
は
、

宝

の
功
徳
を
備
え
た
草
は
、
柔
ら
か
く
て
左
右

に
旋
り
、
身
体
に
触
れ
て
諸

々
の
楽
を
生
ず
る
。

『無
量
寿
経
論
』
願
生
偈
の
文
献
学
的
研
究

二
三



仏
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学
会
紀
要

九
号

二
四

〔そ
れ
は
〕
カ
ー
チ
リ
ン
ダ

カ
に
触
れ
る
以
上

に

〔諸
々
の
楽
を
生
ず
る
の
〕
で
あ
る
。

と
な
り
、
後
者
は
、

宝
の
功
徳
を
備
え
た
草
は
、
柔
ら
か
く
て
左
右
に
旋
り
、
触
れ
る
者
に
勝
れ
た
楽
を
生
ず
る
。

〔そ
れ
は
〕
カ
ー
チ
リ
ン
ダ
カ
に
触
れ
る
以
上
に

〔勝
れ
た
楽
を
生
ず
る
の
〕
で
あ
る
。

と
な
る
。
「諸
々
の
楽
を
生
ず
る
」
と

「勝
れ
た
楽
を
生
ず
る
」

の
相
違
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
原
型
な
の
か
、
と
も
に
意
味
が
通
る
の

で
文
脈
か
ら
は
判
断

で
き
な
い
。

し
か
し
、
テ
キ
ス
ト
の
成
立
年
代
か
ら
す
れ
ば
、
前
者

(「
身
觸
生
諸
楽
」)
が
原
型
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

③

「寳
華
千
万
種
」
・
「劉
華
千
万
種
」

(五
八
⊥

二
、
壬

二
〇
下
二
七
)

〔七
〕
を
除

い
た
テ
キ
ス
ト
が
、
「寳
華
千
万
種

弥
覆
池
流
泉
」
と
な

っ
て
お
り
、
〔七
〕
の
み
が
、
「
實
華
千
万
種

弥
覆
池
流

泉
」
と
あ
る
。
訳
を
付
す
と
、
前
者
は
、

千
万
種
の
宝

の
華
が
、
池
や
流
れ
や
泉
を
覆

っ
て
い
る
。

と
な
り
、
後
者
は
、

千
万
種
の
実
や
華
が
、
池
や
流
れ
や
泉
を
覆

っ
て
い
る
。

と
な
る
。
と
も
に
文
意
は
通
る
が
、
〔七
〕
の
底
本
、
或

い
は
筆
写
者
が
誤
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④

「寳
欄
遍
園
溺
」

・

「寳
蘭
遍
圍
溺
」

・

.寳
欄
逓
圍
綢
L

・

.寳
蘭
遍
圍
縄
L

(五
八
ー
五
、
壬

二
一
上
三
)

〔東
〕

〔開
〕
〔溪
〕

〔磧
〕

〔杭
〕
〔聖
〕
の
六
本
が

「寳
欄
遍
圍
邏
」
で
あ
り
、
〔麗
〕
〔七
〕
の
二
本
が

「寳
蘭
遍
圍
繞
」
で
あ
る
。

ま

た
、

〔雷
〕
が

「寳
欄
遍
圍
遶
」
、
〔註
〕
が

「寳
蘭
遍
圍
繞
」
と
な

っ
て
い
る
。

ま
ず
、
「欄
」
と

「蘭
」
と
の
異
同
で
あ
る
が
、

こ
の
句
は
、



宮
殿
諸
樓
閣

觀
十
方
無
礙

雜
樹
異
光
色

寳
欄

(蘭
)
遍
圍
遶

の
中
で
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
訳
を
付
す
と
、

宮
殿
に
は
諸
々
の
楼
閣
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
を
見
渡
す
の
に
妨
げ
る
も

の
が
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
し
た
光
を
放

つ
様
々

な
樹
や
宝
の
欄
干
が

〔宮
殿
の
〕
周
り
を
す
べ
て
に
わ
た

っ
て
取
り
囲
ん
で
い
る
。

と
な
る
。
こ
こ
で
は
文
脈

か
ら
判
断
し
て
、
.欄
干
L
(て
す
り
、
か
こ
い
)
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
「蘭

」
で

は
な
く
て
、
「欄
」
が
原
型
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に

「遶
」
と

「
繞
」
の
異
同
で
あ
る
が
、
「遶
」
も

「繞
」
と
も
に

「ぐ
る
り
と
取
り
巻
く
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
の
で
文
意
に

全
く
相
違
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
実
際
に
、

一
つ
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
混
同
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
〔雷
〕
が

「遶
」
と
な

っ
て
い
る
の
で

「遶
」
を
採
り
た
い
。

⑤

「無
量
香
普
熏
」
・
「無
量
香
普
勲
」

(五
八
-
七
、
一
=
二
一
上
六
)

〔雷
〕
〔註
〕
の
二
本
が
、
「雨
華
衣
莊
嚴

無
量
香
普
剽
」
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
他
は
、
「雨
華
衣
莊
嚴

無
量
香
普
烈
」
と
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
文
脈
か
ら
見
て

「華
や
衣
が
雨
の
よ
う
に
降

っ
て

〔安
楽
世
界
を
〕
荘
厳
し
、
無
量

の
香

り
が
辺
り

一
面
に
漂

っ
て
い
る
」
と
解
釈
す

べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「熏

」

に
は

「匂
う
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
「勲
」
に
は
、

「匂
う
」
と
い
う
意
味

は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
「無
量
香
普
熏
」
が
原
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥

「除
世
癡
闇
冥
」
・
「除
世
癡
冥
闇
」

(五
八
-
八
、
一
ご
二
一
上
七
)

〔雷
〕
の
み
が
、
「佛
慧
明
淨
日

除
世
癡
闇
冥
」
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「闇
冥
」
で
あ

っ
て
も
、
「冥
闇
」
で
あ

っ
て
も
意

味

の
似
た
漢
字
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
「仏

の
智
慧
は
明
る
く
太
陽

の
よ
う

で
あ

っ
て
、
世
の
人
び
と

の
無
知

の
暗
闇
を
除

く
」
と
解
釈
さ
れ
、
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
〔雷
〕
は
長
行
が
存
在
し
な
い
。

『無
量
寿
経
論
』
願
生
偈
の
文
献
学
的
研
究

二
五



仏
教
学
会
紀
要

九
号

二
六

〔東
〕
な
ど
の
宋
版
系
統
の
長
行
で
の
こ
の
偈
の
引
用
箇
所
を
見
る
に

「除
世
癡
冥

闇
」

(七
〇
1

一
、
二
三

一
-
下
二
五
)
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
高
麗
系
統
で
は

「
除
世
癡
闇
冥
」
と
な

っ
て
い
て
混
乱
が
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
『論
』
以
外

の
テ
キ
ス
ト
で
の
用
例
を
見
る
に
、
.闇
冥
L

の
用
例
は

『長
阿
含
経
』
中

の

『大
本

経
』

(大
正

一
巻
、
七

中
)
や

『雑
阿
含
経
』
第
四
十
五
の

=

九
八
経

(大
正
二
巻
、
三
二
六
上
)

に
も
見
出
せ
る
が
、
「冥
闇
」

の
例
は
見
出
せ
な

い
の

で
あ
る
。
他

の
用
例
や
テ
キ
ス
ト
の
成
立
年
代
か
ら
考
え
る
と
、
「闇
冥
」
が
原
型
で
は
な

い
か
。

⑦

「受
楽
常
無
間
」
・
「愛
楽
常
無
間
」
(五
八
i

=

、
壬

二
一
上

一
二
)

〔聖
〕

〔七
〕

の
二
本
が

「愛
楽
常
無
間
」
と
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

永
離
身
心
惱

愛
楽
常
無
間

と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
は
、

永
離
身
心
惱

受
楽
常
無
間

と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
前
者
は

「身
心
の
悩
み
を
永
遠
に
離
れ
、
楽
を
愛
す
る
こ
と
が
常

で
あ
り
、
絶
え
間
が

な

い
」
と
な
り
、
後
者
は

「身
心
の
悩
み
を
永
遠

に
離
れ
、
楽
を
受
け
る
こ
と
が
常
で
あ
り
、
絶
え
間
が
な

い
」

と
な
る
。
文
脈
か
ら

す

れ
ば
、
後
者
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
原
型
は

「劉
楽
常
無
間
」
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧

「故
我
願
劉

」
・
「是
胡
願
剥

」
(六
〇
1

一
、
ニ
ゴ
=

上

工
ハ
)

〔註
〕
の
み
が
、
「翻

願
剥

阿
彌
陀
佛
國

(こ
の
故
に
、
か
の
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
生
ま
れ
た
い
と
願

う
)」
と
な

っ
て
お
り
、

そ

の
他
の
テ
キ
ス
ト
が

「胡
我
願
蜜

阿
彌
陀
佛
國

(故

に
、
私

(世
親
)
は
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
往
生
し
た

い
と
願
う
)
」
と
な

り
・

い
ず
れ
に
し
て
も
文
意
に
相
違
は
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
ど
ち
ら
が
原
型
で
あ
る
か
は
文
脈
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
隋
末
唐
初

に
刻
さ
れ
た

〔雷
〕
が

「飄

願
劉

」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と

「劉

願
劉

・
が
原
型
で
あ
る
と
す
る
の
が
妥
当
の



よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
曇
鸞
は

『論
』
翻
訳
年
代
に
生
き
た
人
で
あ

っ
て
、
ま
た
、
そ
の

『論
』
に
注
釈
を
加
え

た
こ
と
は
疑

い
の
な
い
史
実

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
〔註
〕
が
原
型
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
た
だ
、
『論
註
』

に

引

用
さ
れ
る

『論
』
は

『論
』
に
比
し
て
字
数
が
甚
だ
多
く
、
ま
た
、
内
容
的
に
も
補
足
、
整
理
さ
れ
た
跡
が
窺

え
る
こ
と
も
明
白
で

　　
　

あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
が
原
型
で
あ
る
の
か
判
断
を
下
せ
な

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も

『論
』

の
翻
訳
さ
れ
た

頃

に
こ
の
箇
所
は
す
で
に
混
乱
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
い
え
よ
う
。

⑨

「無
量
大
寳
王
」
・
「無
量
大
法
王
」

(六
〇
ー
二
、
二
冒
=

上

一
七
)

〔七
〕
の
み
が

「無
量
大
法
王

微
妙
淨
華
臺

(数
限
り
な
い
極
上
の
法
を
有
す
る

〔阿
弥
陀
仏

は
〕
、
微
妙

に
し
て
浄
ら
か
な
蓮

台

に
お
ら
れ
る
)
」
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
は

「無
量
大
寳
王

微
妙
淨
華
臺

(〔阿
弥
陀
仏
は
〕
数
限
り
な
い
極
上
の

宝

で
飾
ら
れ
た
、
精
妙

に
し
て
浄
ら
か
な
蓮
台

に
お
ら
れ
る
)」
と
あ
る
。
「無
量
大
寳
王
」
が
原
型
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く

「
寳
」
と

「法
」
で
音
が
同
様
で
あ
る
た
め
、
生
じ
た
誤
写
で
あ
ろ
う
。

⑩

「恭
敬
遶
瞻
仰
」
・
「恭
敬
繞
瞻
仰
」
(六
〇
1
六
、

二
=
=

上
二
三
)

「遶
」
と

「
繞
」
の
異
同
で
あ
る
。
本
小
論
④
参
照
。

⑪

「
過
無
空
過
者
」
・
「遇
無
空
過
者
」

(六
〇
1
七
、
一
コ
ニ
一
上
二
四
)

〔東
〕
〔開
〕
の
二
本
が
、
「觀
佛
本
願
力

過
無
空
過
者
」
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
他

の
テ
キ
ス
ト
が

「觀
佛
本
願
力

遇
無
空
過

者

(〔阿
弥
陀
〕
仏
の
過
去
世

の
誓
願
力
を
観
察
す
る
に
、
〔そ
れ
に
〕
出
会

っ
て
空
し
く
過
ぎ

て
い
く
者
は
誰

一
人
と
し
て
い
な

い
)
」
と
な

っ
て
い
る
。
「過
無
空
過
者
」
で
は
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
も
し
、
強
引
に
こ
れ
に
訳

を
付
す
と
す
れ
ば
、

「
〔阿
弥
陀
〕
仏

の
過
去
世
の
誓
願
力
を
観
察
す
る
に
、
〔そ
れ
に
出
会

っ
て
〕
過
ぎ
て
空
し
く
過
ぎ
て
い
く
者
は
誰

一
人
と
し
て
い
な

い
」
と
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
原
型
は

「
遇
無
空
過
者
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『無
量
寿
経
論
』
願
生
偈
の
文
献
学
的
研
究

二
七
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⑫

「我
願
皆
往
生
」
・
「我
皆
願
往
生
」
(六
ニ
ー

一
、
一
三
二

中
四
)

〔麗
〕

〔雲
〕
〔七
〕

の
三
本
が

.
我
皆
願
往
生

示
佛
法
如
佛

(私
た
ち
皆
は
、

〔仏
と
法
と
い
う
功
徳

の
宝

が
な

い
世
界

へ
〕
往

生
し
て
仏

の
よ
う
に
仏
法
を
説
き
示
す
こ
と
を
願
う
L
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
が

「我
願
皆
往
生

示
佛
法
如
佛

(私

は
、
皆
が

〔仏
と
法
と
い
う
功
徳

の
宝
が
な
い
世
界

へ
〕
往
生
し
て
仏

の
よ
う
に
仏
法
を
説
き
示
す
こ
と
を
願
う
」
と
な

っ
て
い
る
。

多
少
文
意
が
相
違
す
る
。
す
な
わ
ち
、
主
語
が

一
人
称
複
数
で
あ
る
の
か
。
あ
る
い
は

一
人
称
単
数
で
あ
る
の
か

で
あ
る
。
し
か
し
な

が

ら
、
〔東
〕

〔雷
〕

の
成
立
の
早
い
も
の
が

「我
願
皆
往
生
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く

「我
願
皆
往
生
」
が
原
型
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑬

「
無
量
壽
修
多
羅
章
句
我
以
偈
燗
惣
説
竟
」
・
「無
量
壽
修
多
羅
章
句
我
以
偈
惣
説
竟
」
「無
量
壽
修
多
羅
章
句
我
以
偈
誦
惣
説
竟
」

(六
ニ
ー
三
、
二
一二
一
中
七
)

〔東
〕
〔開
〕
〔溪
〕
〔磧
〕
〔杭
〕
の
五
本
が

「無
量
壽
修
多
羅
章
句
我
以
偈
頌
惣
説
竟
」、
〔麗
〕
〔雲
〕
〔七
〕

の
三
本
が

「無
量
壽

修

多
羅
章
句
我
以
偈
惣
説
竟
」、

〔註
〕
が

「無
量
壽
修
多
羅
章
句
我
以
偈
誦
惣
説
竟
」
と
な

っ
て
い
る
。
文
意
に
は
相
違
は
な

い
。

い

ず

れ
を
採

っ
て
み
て
も
、
「私
は
、
無
量
寿

〔仏
に
関
す
る
〕
経
曲
ハの
章
句
を
偈
を
も

っ
て
総
説
し
終
わ

っ
た
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

〔雷
〕
は
こ
の
部
分
よ
り
以
下
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
他

の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
最
も
成
立
の
早
い

〔東
〕
を
見
る
に
、
「無
量
壽
修

多
羅
章
句
我
以
偈
頌
惣
説
竟
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
原
型
で
あ
ろ
う
。

三
、

『無
量
寿
経
論
』
願
生
偈

の
原
型

に

つ
い
て

以
上
、
拙
稿

〔二
〇
〇
〇
〕
と
本
小
論

で
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
鑑
み
て
、
『論
』
の
願
生
偈

の
原
型
は
お
よ
そ
次

の
よ
う
で
は
な



い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
異
な
る
読
み
を

い
か
な
る
理
由
で
採
用
し
た
か
と
い
う
根
拠
と
と
も
に
記
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
校
異
は
、
す
で
に

「浄
土
教

の
総
合
的
研
究
」
研
究
班
編

〔
一
九
九
九
〕
で
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、

特

に
異
読
が
生
じ
た
と
こ
ろ
を
ど
の
字
句
を
採
る
べ
き
か
、
拙
稿

〔
二
〇
〇
〇
〕
と
本
小
論
で
検
討
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
註
に
示
し

た
。
従

っ
て
、
詳
細
な
字
句

の
異
同
に
つ
い
て
は

「浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」
研
究
班
編

〔
一
九
九
九
〕
を
併

せ
て
参
照
さ
れ
た

い
。

無
量
寿
経
論
-

婆
藪
槃
豆
菩
薩
2
造

元
魏
天
竺
三
藏
法
師
菩
提
流
支
譯
3

無
量
寿
経
優
波
提
舎
願
生
偈
4

世
尊
我

一
心

歸
命
盡
十
方

無
礙
光
如
来
5

願
生
安
樂
國

我
依
修
多
羅

真
實
功
徳
相

説
願
偈
惣
持

與
佛
教
相
應
6

觀
彼
世
界
相

勝
過
三
界
道

究
竟
如
虚
空

廣
大
無
邊
際

正
道
大
慈
悲

出
世
善
根
生

淨
光
明
滿
足

如

鏡
日
月
輪

備
諸
珍
寳
性

旦
ハ足
妙
莊
嚴

無

垢
光
炎
熾

明
淨
曜
世
間

寳
性
功
徳
草

柔
軟
左
右
旋

身
觸
生
諸
樂
7

過
迦
旃
隣
陀

寳
華
千
萬
種
8

弥
覆
池
流
泉

微
風
動
華
葉

『無
量
寿
経
論
』
願
生
偈
の
文
献
学
的
研
究

二
九



仏
教
学
会
紀
要

九
号

三
〇

交
錯
光
亂
轉

宮
殿
諸
樓
閣

觀
十
方
無
礙

雜
樹
異
光
色

寳
欄
遍
圍
遶
9

無
量
寳
交
絡

羅
網
遍
虚
空

種
種
鈴
發
響

宣
吐
妙
法
音

雨
華
衣
莊
嚴

無
量
香
普
熏
-o

佛
慧
明
淨
日

除
世
癡
闇
冥
n

梵
聲
悟
12
深
遠

微
妙
聞
十
方

正
覚
阿
弥
陀

法
王
善
住
持

如
來
淨
華
衆

正
覚
華
化
生

愛
樂
佛
法
味

禪
三
昧
爲
食

永
離
身
心
惱

受
樂
常
無
間
13

大
乗
善
根
界

等
無
譏
嫌
名

女
人
及
根
缺

二
乗
種
不
生

衆
生
所
願
樂

一
切
能
滿
足

故
我
願
往
生
u

阿
彌
陀
佛
國

無
量
大
寳
王
15

微
妙
淨
華
臺

相
好
光

一
尋

色
像
超
群
生

如
來
微
妙
聲

梵
響
聞
十
方

同
地
水
火
風

虚
空
無
分
別

天
人
不
動
衆

清
淨
智
海
生

如
須
弥
山
王

勝
妙
無
過
者

天
人
丈
夫
衆

恭
敬
遶
瞻
仰
路

觀
佛
夲
願
力

遇
無
空
過
者
F

能
令
速
滿
足

功
徳
大
寳
海

安
樂
國
清
淨

常
轉
無
垢
輪

化
佛
菩
薩
日

如
須
弥
住
持

無
垢
莊
嚴
光



一
念
及

一
時

普
照
諸
佛
會

利
益
諸
群
生

雨
天
樂
華
衣

妙
香
等
供
養

讃
佛
諸
功
徳
B

無

有
分
別
心

何
等
世
界
無

佛
法
功
徳
寳

我

願
皆
往
生
19

示
佛
法
如
佛

我
作
論
説
偈

願
見
弥
陀
佛

普
共
諸
衆
生

往
生
安
樂
國

無
量
壽
修
多
羅
章
句
我
以
偈
頌
惣
説
竟
20

註
記

ω

〔東
〕
〔溪
〕
無
量
壽
優
波
提
舎
經

〔磧
〕
無
量
壽
經
優
波
提
舎

〔麗
〕
無
量
壽
經
優
波
提
舎
願
生
偈

〔雷
〕
優
波
提
舎
經
願
生
偈

〔聖
〕

〔七
〕
無
量
壽
經
論

〔註
〕
無
量
壽
經
優
婆
提
舎
願
生
偈

香
川
班
で
蒐
集
さ
れ
た

『論
』
テ
キ
ス
ト
の
表
題
は
六
種
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
経
録
を
見
る
に
、
い
ず
れ
が
論
題
で
あ
る
の
か
、

判
断
を
下
せ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
『論
』
テ
キ
ス
ト
や
経
録
に
多
く
見
ら
れ
る

『無
量
壽
経
論
』
と
し
て
お
く
。
し
か
し
、
い
ず
れ

に
し
て
も
、
こ
こ
で
い
う

『無
量
壽
経
』
と
い
う
の
は
、
『無
量
壽
経
』
と
い
う
経
曲
ハに
対
す
る
論

で
は
な
く
、
「阿
弥
陀

(無
量

『無
量
寿
経
論
』
願
生
偈
の
文
献
学
的
研
究

一一二



仏
教
学
会
紀
要

九
号

三
二

寿
)
仏

に
関
す
る
経
曲
ハに
対
す
る
論
」
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
安
達
俊
英

〔
一
九
九

九
〕、
拙
稿

〔二
〇
〇

〇
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②

〔東
〕
〔溪
〕
〔磧
〕
〔麗
〕
婆
藪
槃
豆
菩
薩
造

〔雷
〕
作
者
名
な
し

〔聖
〕
〔七
〕
波
藪
槃
豆
菩
薩
造

〔註
〕
婆
藪
槃
頭
菩
薩
造

〔雷
〕
に
は
作
者
名
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
以
外
で
成
立
が
早
い

〔東
〕
に
従
う
。

㈹

〔東
〕
〔溪
〕

〔磧
〕
元
魏
天
竺
三
蔵
法
師
菩
提
留
支
譯

〔麗
〕
元
魏
天
竺
三
藏
菩
提
流
支
譯

〔雷
〕
〔聖
〕
〔七
〕
〔註
〕
訳
者
名
な
し

〔雷
〕
に
は
訳
者
名
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
〔東
〕
に
従
う
。

ω

〔東
〕

〔溪
〕
〔磧
〕
無
量
壽
經
優
波
提
舎
願
生
偈

〔聖
〕

〔七
〕
優
波
提
舎
願
生
偈

〔麗
〕

〔雷
〕

〔註
〕
副
題
な
し

〔雷
〕
に
は
副
題
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
表
題
に

「願
生
偈
」
と
う
た

っ
て
い
な

い
テ
キ
ス
ト
は
、
す

べ
て
副
題
が

「
無
量
寿

経
優
婆
提
舎
願
生
偈
」
と
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
こ
で
は
、
表
題
を

.無
量
寿
経
論
」
と
し
た
の
で
、
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
と

副
題
を
付
す
こ
と
に
す
る
。
拙
稿

〔二
〇
〇
〇
〕
参
照
。

⑤

〔東
〕
〔溪
〕
〔磧
〕
〔聖
〕
無
礙
光
如
來



〔麗
〕

〔雷
〕
無
碍
光
如
來

〔七
〕
无
数
光
如
来

〔註
〕
无
碍
光
如
來

本
小
論
①

に
よ
り

「礙
」
を
採
る
。

⑥

「
我
依
修
多
羅

真
實
功
徳
相

説
願
偈
惣
持

與
佛
教
相
應
」
は

〔聖
〕
に
は
見
ら
れ
な
い
。
写
本

で
あ

る
の
で
、
お
そ
ら
く
筆

写
者
が
視
線
乖
離

で
生
じ
た
誤
写
で
あ
ろ
う
。

ω

〔東
〕
〔雷
〕
身
觸
生
諸
樂

〔溪
〕
〔磧
〕
〔麗
〕
〔聖
〕
〔七
〕
〔註
〕
觸
者
生
勝
樂

本
小
論
②
に
よ
り

「身
觸
生
諸
樂
」
を
採

る
。

㈹

〔東
〕
〔溪
〕

〔磧
〕

〔麗
〕
寳
華
千
萬
種

〔雷
〕

〔註
〕
寳
華
千
万
種

〔聖
〕
寳
花
千
万
種

〔七
〕
實
華
千
万
種

本
小
論
③

に
よ
り

「寳
華
千
萬
種
」
を
採
る
。

⑨

〔東
〕
〔溪
〕
〔磧
〕
〔聖
〕
寳
欄
遍
圍
遶

〔麗
〕
〔七
〕
寳
欄
遍
園
繞

〔雷
〕
寳
蘭
遍
圍
遶

〔註
〕
寳
蘭
遍
圍
繞

『無
量
寿
経
論
』
願
生
偈
の
文
献
学
的
研
究

三
三



仏
教
学
会
紀
要

九
号

三
四

本
小
論
④

に
よ
り

「寳
欄
遍
圍
遶
」
を
採
る
。

⑩

〔東
〕
〔溪
〕
〔磧
〕
無
量
香
普
熏

〔麗
〕

〔聖
〕

〔七
〕
无
量
香
普
熏

〔雷
〕

〔註
〕
无
量
香
普
勲

本
小
論
⑤

に
よ
り

「熏
」
を
採
る
。

⑪

〔東
〕
〔溪
〕

〔磧
〕

〔麗
〕
〔聖
〕
〔七
〕
〔註
〕
除
丗
癡
闇
冥

〔雷
〕
除
丗
癡
冥
闇

本
小
論
⑥
に
よ
り

「闇
冥
」
を
採
る
。

⑫

〔東
〕
〔溪
〕
〔磧
〕
〔雷
〕
〔聖
〕
〔七
〕
〔註
〕
梵
聲
悟
深
遠

〔麗
〕
梵
聲
語
深
遠

曇
鸞
が
、
「梵
聲
惻
深
遠
」
を
引
用
し
て
註
を
施
し
て
い
る
こ
と
、
隋
末
唐
初
と
さ
れ
る

〔雷
〕
が

「
梵
聲
悟
深
遠
」
と
な

っ
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
「倒
」
を
採
る
。
詳
細
は
拙
稿

〔二
〇
〇
〇
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑬

〔東
〕
〔溪
〕
〔磧
〕
〔麗
〕
〔雷
〕

〔聖
〕

〔註
〕
受
樂
常
無
間

〔七
〕
愛
樂
常
無
間

本
小
論
⑦

に
よ
り

「
受
」
を
採
る
。

qの

〔東
〕

〔溪
〕
〔磧
〕
〔麗
〕

〔雷
〕

〔聖
〕
〔七
〕
故
我
願
往
生

〔註
〕
是
故
願
生
彼

本
小
論
⑧

に
よ
り

「故
我
願
往
生
」
を
採
る
。



⑮

〔東
〕

〔溪
〕
〔磧
〕
〔麗
〕

〔雷
〕

〔聖
〕

〔註
〕
無
量
大
寳
王

〔七
〕
无
量
大
法
王

本
小
論
⑨

に
よ
り

「寳
」
を
採
る
。

⑯

〔東
〕
〔溪
〕
〔磧
〕
〔雷
〕
〔註
〕
恭
敬
遡
瞻
仰

〔麗
〕
〔聖
〕

〔七
〕
恭
敬
繞
瞻
仰

本
小
論
⑩

に
よ
り

「遶
」
を
採
る
。

qの

〔東
〕
過
無
空
過
者

〔溪
〕
〔磧
〕
〔麗
〕
〔雷
〕
〔聖
〕
〔七
〕

〔註
〕
遇
無
空
過
者

本
小
論
⑪
に
よ
り

「遇
」
を
採
る
。

⑱

〔東
〕
〔溪
〕
〔磧
〕
〔麗
〕
〔雷
〕
〔聖
〕
〔七
〕
讃
側
調
功
徳

〔註
〕
讃
諸
佛
功
徳

こ
の
箇
所
の
長
行

で
の
引
用
な
ど
か
ら
考
察
し
て
、
「
讃
諸
仏
功
徳
」
を
採
る
。
詳
細
は
拙
稿

〔二
〇
〇
〇
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑲

〔東
〕

〔溪
〕
〔磧
〕
〔雷
〕

〔註
〕
我
鬮
闇

往
生

〔麗
〕
〔聖
〕
〔七
〕
我
皆
願
往
生

本
小
論
⑫
に
よ
り

「
願
皆
」
を
採
る
。

⑳

〔東
〕
〔溪
〕
〔磧
〕
〔聖
〕
無
量
壽
修
多
羅
章
句
我
以
偈
頌
惣
説
竟

〔麗
〕
〔七
〕
無
量
壽
修
多
羅
章
句
我
以
偈
惣
説
竟

〔註
〕
無
量
壽
修
多
羅
章
句
我
以
偈
誦
惣
説
竟

『無
量
寿
経
論
』
願
生
偈
の
文
献
学
的
研
究

三
五



仏
教
学
会
紀
要

九
号

三
六

〔雷
〕
相
応
文
な
し

本
小
論
⑬
に
よ
り

「無
量
壽
修
多
羅
章
句
我
以
偈
頌
惣
説
竟
」
を
採
る
。

四
、
終
わ
り

に

以
上
、
本
小
論

で
は
、
『論
』

の
願
生
偈

の
原
型
を
追
究
し
た
。
少
な
く
と
も
今
ま
で
先
学
者

に
よ

っ
て
ほ
と
ん
ど
省
み
ら
れ
な
か

っ
た
字
句

の
異
同
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
思
う
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
の
こ
る

『論
』
長
行
で
の
原

型
の
追
究
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
献
学
的
研
究
な
し
に
は
思
想
的
に
何
が
問
題
な
の
か
も
決
し
て
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
上

で

『
論
』

の
思
想
的
研
究

に
従
事
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註(1
)

「香
川
班
」
の
研
究
成
果
は
以
下
の
通
り
。

ω

『浄
土
教
の
総
合
的
研
究
』
(『佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
別
冊
)

②

『無
量
寿
経
論
校
異
』

③

『蔵
本
無
量
寿
経
異
本
校
合
表

(稿
本
)』

(2
)

お
よ
そ
大
き
く
分
類
す
れ
ば
、
次
の
三
種
に
な
る

(拙
稿

〔
一
九
九
九
〕)。

A
系
統

A
1

東
禅
寺
版
、
開
元
寺
版
、
房
山
雷
音
洞
石
刻
本
。

A
2

思
溪
版
。



A

3

磧

砂
版

、
杭

州
版

。

B
系
統

高

麗

再
雕

版
、

房
山

雲
居

寺
石

刻
本

。

C
系
統

『
論
註

』

に
引

用
さ

れ

る

『論
』

(
3
)

例

え
ば
、

校
訂

者
が

文
あ

る

い
は

単
語

の
意
味

が
難

解
、

誤
解

を
生

じ

や
す

い
な

ど
と

判
断

し

て
、
言

葉

を
補

足

し

た
り

、
文

や
単

語

そ

の
も

の
を

改
変

す

る
場
合

も

あ
り

う

る
。

(
4
)

岸

一
英
氏

は

『
論
』

翻
訳
年

代

の
二
説

に

つ

い
て

「
菩
提
流

支

の

『無

量
寿

経

論
』

の
翻

訳

が
普

泰

元
年

(
五
三

一
)

の
説

を
取

る
な

ら
ば

、

い
ま

だ
翻

訳

さ
れ

て

い
な

い
こ
と

に
な

り
、
翻

訳
も

さ

れ
て

い
な

い
も

の
が
伝

受

さ

れ
た

こ

と

に
な

る
。

普
泰

元

年

(五

三

一
)

と

大
通

年

中

(～

五

二
九
)

と

の
整

合
性

を

も

た

せ
る

た

め

の
永

安

二
年

(
五

二
九
)

説

で
は

な

い
か
」

と

す

る
。

(岸

一
英

〔
一
九

九

九
〕
)

(
5
)

『大

正
蔵

』
十

二
巻

、

二
七

〇
上

ー
中

。

(6
)

こ

の
点

に

つ
い
て
は
拙

稿

〔
一
九

九
九

〕

を
参
照

さ

れ
た

い
。

参

考
文

献

安
達

俊

英

〔
一
九

九
九
〕

"

「
「
浄

土

三
部
経

」

と

『往

生
論
』
」

『佛

教
大

学

総
合
研

究
所

紀
要

別

冊

浄

土
教

の
総

合
的

研
究
』

岸

一
英

2

九
九

九
〕

"

「
『
無

量
寿

経
論

』
校

異

の
意
義

」

『無

量
壽

經
論

校
異

』
佛

教
大
学

総
合

研
究

所

柴

田

泰

〔
一
九
九

六
〕

"

「
中
国

仏
教

に
お
け

る

『浄

土
論

』

『浄

土
論

註
』

の
流

伝

と
題
名

(
一
)
」

『
印
度

哲
学
仏

教
学

』
第

十

一
号

柴

田

泰

〔
一
九
九

七
〕

"

「
中
国

仏
教

に
お
け

る

『浄

土
論

』

『浄

土
論

註
』

の
流

伝

と
題
名

(
二
)
」

『印

度
哲

学
仏

教
学

』
第

十

二
号

「
浄
土

教

の
総
合

的
研

究
」

研
究

班
編

〔
一
九
九

九
〕

"

『
無
量

壽
經
論

校

異
』

佛
教

大
学
総

合
研

究

所

『
無

量
寿
経

論
』

願
生

偈

の
文
献

学

的
研
究

三

七



仏
教
学
会
紀
要

九
号

三
八

真
宗
勧
学
寮
編

〔
一
九
二
五
〕

"
『浄
土
論
註
校
異
』
真
宗
勧
学
寮

真
宗
教
学
研
究
所
編

〔
一
九
七
二
〕

"
『浄
土
論
註
総
索
引
』
東
本
願
寺
出
版
部

高
瀬
承
厳

〔
一
九

一
七
〕

"
「類
本
往
生
論
に
就
き
て
」
『仏
書
研
究
』
第
二
九
号

塚
本
善
隆

〔
一
九
三
五
〕

"
「石
刻
山
雲
居
寺
と
石
刻
大
蔵
経
」
『東
方
学
報
』
京
都
第
五
冊
副
刊
、
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所

辻
本
俊
郎

〔
一
九
九
九
〕

"
「
『無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
考
」
『無
量
壽
經
論
校
異
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所

辻
本
俊
郎

〔二
〇
〇
〇
〕

"
「
『無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
検
討
」
『佛
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
』
第
八
号

藤
堂
恭
俊

〔
一
九
九
四
〕

"
「無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈

(往
生
論
)
解
題
」
『浄
土
宗
聖
典
』
第

一
巻

浄
土
宗


